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クルアーン・ハディース学１(クルアーン学概論)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20220613

クルアーンの内容（2）：逸話的啓示その1

１，啓示が語る「逸話」の類型：取り上げられる人物／人間集団による分類
（1）アラブ的逸話：過去（7世紀以前）のアラブ部族の話
（2）聖書的逸話：アダム、ノア、アブラハム、ヨセフ、マリア、イエスなどの話
　　先行する啓典の「解説」・「補足」・「訂正」
（3）ヘレニズム的・ユダヤ教・キリスト教説話的逸話
　　地中海・西アジア地域にギリシア語で伝わっていた説話と関連する啓示
（4）折衷的逸話：ヒドル／ハディル（緑男）の話

２，アラブ的逸話の内容：預言者が使わされるが、従わなかったために神に滅ぼされる
・アード族の預言者フードの逸話【11「フード」: 52 (50) – 63 (60)】
　　アラビア半島南部：ウバル

・サムード族の預言者サーリフの逸話【11：64（61）–71（68）】
　　アラビア半島北西部：マダーイン・アッ=サーリフ

・マドヤンの人々の預言者シュアイブの逸話【11: 85 (84) – 97 (94)】
　　アラビア半島北西辺：タブーク近郊
　　マドヤン＝ミディアン、シュアイブ＝エトロ／レウエル《出エジプト2–3》

・意味：預言者に従わない者の末路＝多神信仰の罪と神の罰の恐ろしさ
　　はっきりとした「徴」を持つ預言者が現れたら、その預言者が伝える唯一神の啓示を信じ、
従わなければならない

　　しかし、預言者がいくら啓示を伝えても従わない人々も多かった
　　　　預言者ムハンマドへの忍耐の教えと、ムスリムに対する警告・教訓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【11: 121 (120) – (123)】
　　　　＋アラビア半島で過去に起こった大規模な災厄の記憶の一神教的再解釈
　　　　＝神の怒りによる滅亡 → 「失われたアラブ」
　　　　【平野には城郭を設け、また山を刻んで家にすることができた（7「胸壁」: 72】
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・第11章「フード」章における逸話の配列
　　ノア（ヌーフ）→ アード族 → サムード族 → ソドム → マドヤン（ミディアン）
　　アラビア半島における災厄とその結果としての遺跡の一神教的世界史への組み込み

3，「旧約聖書」と共通する預言者たちの物語
・ノア（ヌーフ）【11: 27 (25) – 51 (49)】：《創世記 6: 1–9; 28》の記述と大枠は同じ
　　息子の一人が箱船に乗らなかったという話の補足 → ノアの不平と神の叱責、ノアの反省

・アブラハム（イブラーヒーム）【14（アブラハム）】

　　ハニーフ（ فينح  純粋信仰者）：純粋な一神教徒＝真のムスリム
　　　　＝「（真理＝真の唯一の神に）傾いた人」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･ ハニーフィーヤ＝純粋信仰＝真の宗教＝イスラーム
　　マッカ（メッカ）の館（カアバ神殿）の巡礼と儀礼はアブラハムに由来

・ヨセフ（ユースフ）【12「ユースフ」】･･･「最も美しい物語」
　　《創世記 37: 1–36, 39; 47:12》の記述と大枠は同じ
　　補足【12: 23–34】：エジプトの有力者の妻によるヨセフの誘惑の証拠の開示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝襦袢が後ろから引き裂かれていた ･･･ ヨセフの無実
　　ヨセフに魅了されたエジプトの貴婦人たち ･･･ 「手を切った女」

・モーセ（ムーサー）【28「物語」】
　　『クルアーン』の中ではムハンマドに次いで多く言及される預言者 ･･･ 136回登場
　　モーセの生い立ち：「出エジプト記」の前半のダイジェスト＋教訓と警告
　　　　幼少期：ファラオの一族と妻による発見 → 乳母の禁止 → 実母の許に戻る
　　　　壮年期：イスラエル人と争っていたエジプト人を殺害 → 逃亡
　　　　　　　　→ マドヤンでシュアイブの娘と結婚
　　　　召命：シナイ山の脇に火を見かけて接近
　　出エジプト → シナイ山での神との「会見」・「十戒」→ 「仔牛の偶像」・モーセの怒り
　　 → イスラエル人の改悛と「忘恩」【7「胸壁」: 101 (103) – 170 (171)】

神と預言者に背きがちなイスラエル人＝ユダヤ教徒
ムハンマドに関する予言＝「民衆出の予言者【7: 156 (157)】」
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2，「マリアの息子のイエス」
・マリア（マルヤム）【3（イムラーン一家）: 30 (33) – 43 (47)】
　　父：イムラーン　　母：胎内の子（マリア）を神に捧げる
　　神の庇護によるマリアの養育 → 天使による受胎告知・処女懐胎・イエスの出産

・イーサー・イブン／ブン・マルヤム（マリアの子イエス）
　　神の言葉（ロゴス）【3: 40 (45)】

　　メシア（救世主 masīḥ حيسم  ）・神の使徒＝預言者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【4「女」: 156 (157); 19「マルヤム」30 – 36】
　　　　→ イエスは「神の子」ではないという強い否定
　　預言者としての様々な奇跡＝徴【3: 43 (48) – (49)】
　　磔刑の否定と昇天の確認【3: 48 (55)】【4: 156 (157)】

・聖書的啓示の意味
・ユダヤ教・キリスト教と同じ唯一の神であることの神自身による明言
　　先行して下された啓示の神自身による解き明かしと補足 ･･･ 神の全知性
　　先行して下された啓示の神自身による確証【12: 111】

・ユダヤ教徒・キリスト教徒による啓示・啓典の隠匿・改ざんに対する警告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【18: 3 (4) – 4 (5)】【19: 91 (88) – (92)】


